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第44回例会昭和58年6月28日（火）晴へ

◇“奉仕の理想”
◇出席報告
会幽47名出席36名
出耐;iV*76.60%

◇前回 6ﾉj2111 (修正出席率) 97.87%
makeup

安藤ハ(6/18'j: l l l),橋本洲f(6/22fllfT),林ハ．
（6/24港)， ＃|ﾘ鋼I.(6/21瀦東)，加藤(敏)刑.(6
/22FI Ifi), '1I1合ｲI(6/21箱東),久保l 11,ﾊﾞ (6/
27ﾂ肘港), #AIWi. (6/21名束),黒須洲(6/21
術4[), ldIMIJI (6/18':j: I I I), '&:原荊(6/19
Waikiki,Hawaii),杉l l.IX;(6/27空港), "
／|く(1Dハ.(6/22IW),都築満.(6/21瀦東), l l l村
li.(6/27' | I)

◇ビジター紹介8名
◇ニコボックス
松1I;/i(IIif'ji:お役I=1,無常終了することがで

きました。公iiの皆様の友愛を心より感謝い
たします)， アハ:原荊(親||樵活動委員長任期満]／
ありがとうございました),XRC伴,{l.(4(R
Cの枠'ji:をﾉｹﾉl末にて退任致します。干繩R
Cの皆滕には大変おill話になりました，今後
ともよろしくお願いします)，矢野芯(人'､)』:の
PRさせて]Iiきます，また水|｣単話させて砿
きます), JI(RCj色関芯(御無沙汰しました。
1 <11111"11,lI11:労さまでした),水野(雌)71-(公｣量

お役|_|1!!(11:終了しありがとうございました),
ライTl l lハ.("81ulゴルフ公優勝しました),新災
ハ･(ニコポックス1年IMI御協力ありがとうご
ざいました)，鈴水(IDfl.(長らくホームクラ
ブを御雌沙汰致しました。この瀧口木公I認会
計|協会束海公の剛会長に就任致しましたの
でよろしくお願いします),*RC余語ハ･(T･
li'iIRCCllW: 1<I;を迎え，益々の発腱をお祈り
します）

◇松居幹事報告
1. /k1 I例会終了後，理事会を行いますので
Will l"II: 。從興の方々は2F橘の間にお躯
りドさい。

2． 次ｲli度ｲ|:次大会の御案内が入れてありま

すので川欠の御返jl:は必ずお出し~ドさい。
3． クラブ計･ill1i ! |ｻの原橘を提出されていない

方は7月4 1 1までに御提出卜さい。
◇ポール・ハリス・フェロー記念メダル授与

菅原宣彦譜
◇水野(民)会長挨拶

第44回のiﾀ'l会が私の千種初代公腿としての

ルヒ後の例会となりました。
8月1.61 Iの創立総会, 10ﾉ}のチャーターナ

イ ｜､，この6月には竹内プレジデントエレク
トを剛1壷としてのIﾎ|際大会への参jllと，佐藤
PGの言菜を借りるまでもなく, 47満の公此
一ﾒLとなっていよいよ節2ｲﾄ度を迎えるj『と
なり,*?11に私としては充実したロータリア
ンとしての･一・年であり，私以_l二によく勉強さ
れている竹Iﾉ1氏にバトンタッチの出来るAI；を
心から.点:んでおります。
今後は直前会長としてクラブのため， ロー
タリーのため努力するつもりでございます。
よろしくご指導ご鞭推の程お願い致します。
この間の地区協談公で，次期職業絹||:小委

ii腿としてパネラーとしての〕'iをつとめ．そ
の時の話は小林君よりこの前のクラブアセン
ブリーで話をされた通りですが，ポールハリ
スが4人で集った雌初の1活は職業をいかにﾉ<
切にするかと云うr'1i:, もっとくだいて茨えば
Js.l.[の職業をいかに助け合おうとふう'ji:であ
った御です。
職雌を大切にするリI:は

(1) ｣|X引先であれ，祉此・従災liであれ
②1:i l手の身になって瀞える
のl:I1手に幽二んで預ける
③1:il手から尊敬される
③ｲ1』手に侭jMされる
⑱|'1分の職業のプロになる

（2）其休的には

千穂RCに入ってよかったなあ，と云う
RCになって頂きたい。
千穂RCの会蔵となって1IMIﾉ|1のものからよ

かったなあ， とムわれる様な仙人を形成して
砿きたい。
以上のことをご注文IIIし上げ岐後のごあい
さつと致します。

◇古川副会長挨拶
この1イ｢晶間，水野会長のもと千,IIliRCMIIA
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長という大役を務めさせていただき賊にあり

がとうございました。浅学非才の私がこれま
で程無く過すことができましたのも，会員+i¥

様方の厚い友情と励ましの賜物と深く感↓附い

たしております。重ねて衷心より御礼II'し上

げます。
次期会長竹内様のご指揮により益々の発展

を祈念してお礼のあいさつとさせていただき

ます。ありがとうございました。

◇講演

“留学生談義”
会員矢野勝久君

明治以来，我が国は，先進諸国の文化を吸

収するために，欧米諸国に数多くの留学生を

送り出して来た。 この傾向は現在にまで至っ
ており，昭和57ｲ'三で15,209人が，欧米を' l｣心
とした外国に留'学している。

他方，留学坐の受入れは，受入れ田の蠅解

者を増加させ，国家間理解，国際平和に大き
く寄与するものである。 日本が受入れている

外国人留学生の数は，昭和57年度で， 8，116
人となっているが， これは，海外に学ぶ日本
人学生の約半数である。また，欧米各国の受

入れ状況と比較してみても，相当の開きがあ

る（米-311,882入，仏-119,336人, 1町独一

57,421人，英一52,899人） 。
卜1本の入学・短大に学ぶ外国人計学′'2を国

籍別にみると，圧倒的に台湾, ! | 'm, '|*l到

等， アジア諸国からの者が多く， アメリカ合
衆国からの留学生が， これに次いでいる。そ
の上位10力圧1は，①台湾－4，085人， ②'|'旧

-1,085人，③韓国-984人，④米田-633人，

◇1983～84年度理事役員・委員

会 長（理事） 竹 ｜ﾉ1 頁
m'1会長（理褒・クラブ奉仕）加藤大
幹 聿 三輪

m'1幹寝 谷川咄

SAA 水野賀

MIISAA(クラブ奉仕m1l) 石出耕

⑤タイ-321人，⑥ブラジル-175人，⑦マレ
ーシア-156人，③インドネシア-145人，⑨

呑港-121人，⑩フィリピン-107人である。
愛知ﾘ#l~i.では, 16大学（阿立4,公立3,

私立9）が， 49カ国， 378人（ｿ打・306人，女
子72人）の留学生を受入れている。約1怪火
学173人，名城大学32人， 名古屋工業大学28
人，盟橋技術科学大学20人の順になってい
る。

我が翁城ﾉ<学では，人学の旧1隙化を進め，
留学生の受入れも砿極的に行っている。現
在，研究員を含め， 8カ国， 38人の留学生

が，熱心に研究に励んでいる。 この副学生の
ために，第2外国語に代えて側水語の凧修を
認めるなど，授業科目に特例を没け，教γ：

上，極々の使宜をはかっている。また， この
5月，国際交流室を設けたほか，外|別人留学
生察を建設し， その生活1Mにも配瞳してい

る。

◇第8会ゴルフ会成績(6/23, 多治児CCにて）
R NAME O I GHcpNET
俊勝石田耕嗣 42 43 85 19 66

2位松居敬二 40 40 80 10 70

3位谷口暢宏 43 45 88 15 73

4位新美敢 47 53 100 25 75
5位大口弘和 48 51 99 24 75

B.B三輪康 52 51 103 20 83

（参加者13名）

※なお新期7j]よりゴルフ会幹侭が，浜II71
より松居JIに交紳されますのでよろしくお

願いします。
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職業奉仕
社公奉仕
冑少年奉仕
旧1 際奉仕
ロータ リー財幽
米山奨学
会 i汁

佐野 克
加 l膿敏風
鈴木 抗
菅原宣彦
杉 lll 貞男
水野民也
水野賀縦
寺沢竹三郎
黒須一夫
菊池昭元
西川豊長
林 淳三
山村誠二
占川勝巳
浜n龍男

那築勝彦
宵山敏郎
河合芙雌
大谷和雌
久保l 1 l lMIi
鈴水 稲

石川耕嗣
斉藤嘆二
小林正幸
加瞭敏脇
tk l l l 茂則
深見 章
大口弘 ．付I

加藤 l1旦 尭
宮尾紘司
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◇次回例会（7月5H)
新． |日会長挨拶

前年度皆出席者表彰

◇次々回例会（7月1211）

卓話“長幼のjf"

会凹尾関武弘イI
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